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館・県立図書館については、再度 11 月 22 ～ 24 日・

















































































































































































25mm ×横 65mm 以上の傾向を持つ常隆に比して、
貞隆は縦 18 ～ 30mm ×横 65mm 以下にとどまって
いる。豊臣政権への従属、幕藩体制の成立という時代
の変化にさらされた領主の意識の変化の顕れとして、
この花押の縮小傾向を捉えることができれば興味深い
事実である。
表にも佐竹氏発給の印判状が少なく、花押を用いた
書状・判物形式の発給文書が多いことが示しているよ
うに、佐竹氏は戦国期までは印判状を使用することが
少ない存在であった。豊臣政権以降、それが大きく転
換して知行宛行の中心に用いられることになる。佐藤
家文書の佐竹義憲印判状は、太閤検地を受けて岩城領
の再編成のために大量に発給したものの内の二点であ
る。当該期岩城氏の当主は、佐竹氏より入った貞隆で
あったが、まだ幼いこともあって補佐役として一族の
義憲が政務を執っていた。領主権力の発給した印判状
と判物を数量的に処理して分析した研究に山室恭子
『中世の中に生まれた近世』（吉川弘文館、1991 年）
があるが、山室氏は、佐竹氏を印判状を多く用いる北
條・武田氏をモデルとした東国型の権力に分類してい
る。文書様式を数量的に処理する氏の手法も今後の史
料を分析する上での一つの研究手法と思われるが、印
判状発給があまり見られない権力を無理に分類してし
まう手法には甚だ疑問を持たざるを得ない。
また花押の問題としては、この時期の領主の花押は、
一筆書きで書かれるような単純な形からより図案化し
た花押型が用いられるようになっている。佐竹氏の歴
代当主の花押は、「佐竹様」と称される足利様から独
自の発展を遂げた一定の形を持っており、各当主の花
押の違いはそれにヴァリエーションを与える程度にと
どまる変化である。花押の定型化が進んでいるため、
花押を整形するために花押をなぞり書きしている跡を
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多く確認することができた。
花押の定型化を示す例としてあげられる木版花押も
確認でき、佐竹氏の一族義種・岩城重隆が使用してい
る。また佐藤家文書の伊達輝宗の花押は精細に書かれ
ており、なぞり跡から木版を用いたと考えるよりも、
型を用いて筆で花押の形を塗るような方法で花押が書
かれたと考えるべきものであった。署名の変化として
発祥した花押の発展型として興味深いものである。
Ⅳ．研究の課題と発展
Ⅲの研究の成果で述べたように、佐竹氏の所蔵して
いた文書群については、白河氏等とは異なって、中世
段階から所蔵していた文書が佐竹氏程の権力のある存
在を考えれば、量的に少なかった可能性が高いことを
不十分ながら想定することができた。今後の課題とし
ては、不十分であった想定の論証を確実なものにする
と共に、これを受けて、佐竹氏が直接管理することが
多くなかったことを補う形でどのような形や機構に佐
竹氏が文書を管理・補完させていたのかを糺明するこ
とが必要である。幸いにして次年度に継続して助成を
受けることができるため、今年度の課題となった上記
の問題について追及していきたいと考える。そのため
には、中世文書のみならず江戸時代に形成される佐竹
氏の所蔵文書を復元的に考察する必要があり、近世藩
政文書の調査も行いながらこの問題に関する考察を深
めていきたい。
また史料学的な中世史料の採訪によるデータの蓄積
が未だ十分なものではなく、成果の課題で述べたこと
の実証性を高めるためにも、史料の採訪・調査に重点
を置き、新たな史料学の分野の発展に寄与する努力を
継続していきたい。
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